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○再雇用嘱託職員及び再雇用臨時職員就業規程


（目的）
第１条　この規程は社会福祉法人福津市社会福祉協議会（以下「本会」という。）が運営する事業に従事する定年退職後の再雇用嘱託職員及び再雇用臨時職員（以下「再雇用嘱託職員等」という。）の就業に関し、必要な事項を定めるものとする。
２　本規程に定めのないことは、労働基準法（昭和22年法律第49号。以下「基準法」という。）その他関係法令の定めるところによる。
（定義）
第２条　この規程において再雇用嘱託職員等とは、満65歳の誕生日の属する年度の末日をもって定年退職した嘱託職員及び臨時職員であって、会長が本会の業務上必要と認め、定年退職後も引続き雇用されることを希望し、解雇事由又は退職事由に該当しない者をいう。
（労働契約）
第３条　再雇用嘱託職員等の労働契約は、会長が業務上必要と認めた場合は更新することができるものとし、労働契約書により年度ごとに締結する。
（勤務時間等）
第４条　再雇用嘱託職員等の就業する事業所、勤務時間、勤務日等の指定、休日及び休暇、出勤禁止、時間外勤務及び出張については、社会福祉法人福津市社会福祉協議会嘱託職員就業規程及び社会福祉法人福津市社会福祉協議会臨時職員就業規程（以下「嘱託職員等就業規程」という。）を準用する。
（賃金等）
第５条　再雇用嘱託職員等の賃金及び手当については、嘱託職員等就業規程を準用する。
（退職）
第６条　再雇用嘱託職員等の退職については、嘱託職員等就業規程を準用する。
（服務）
第７条　再雇用嘱託職員等の服務については、嘱託職員等就業規程を準用する。
（解雇）
第８条　再雇用嘱託職員等の解雇に関することは、嘱託職員等就業規程を準用する。
（雑則）
第９条　再雇用嘱託職員等の安全衛生、健康診断、災害補償、労働保険・社会保険については、嘱託職員等就業規程を準用する。
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)（補則）
第10条　この規程の施行に関する必要な事項は、会長が別に定める。
附　則
この規程は、平成31年２月19日から施行する。
117　〔福津社協16〕
